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Ｔｈｍ１Ｄ/ａｓ"!αｇｏ"ｺﾞﾉｊは分類上の位置づけがいまだ不

確であるが－属一種と言われている．本原虫は宿主に対

する特異性がすぐないので人間をはじめ多くの動物から

分離され，様々な性質をもった株が採集されている．性

質上で顕著なものはマウスに対する病原性である．免疫

分野よりすると，株問の交叉反応は極めて普通であると

思われるが現在血清学的診断においては株の免疫学的相

違は一応問題にしていない．感染防御についてはマウス

にはじめ弱毒株を接種し適当な時期になって強毒株を接

種するとマウスは強毒株にある程度の抵抗』性を示す．こ

れらのことから強毒・弱毒を問わず株問には，抗原構成

にかなりの類似性が暗示されている．

本実験はＲＨ株，BeverIey株，ＨＳ株及びHS45株

の抗原構成について行ったものである．

材料および方法

この実験に用いられたＴ・ｇｏ,,〃の４株（ＲＨ，Ｂｅ‐

verly，ＨＳおよびHS45）は高田季久・井関基弘両博士

(大阪市立大学医学部）から恵与され当教室でｄｄＯ系マ

ウスに継代保存している．

抗原：多量の抗原を集める必要があるためもっぱら抗

原としてはＲＨを用いた．ＲＨ以外は腹水より多くの

原虫を集めるのが困難であるので抗原としては用いてい

ない（１）抗原１（boundantigen，Weitzl960）：マウ

スで継代されているＲＨ約２×103個をモルモットの腹

腔に注射し，９６時間後にエーテル麻酔により，腹腔より

原虫を含む腹水を採取した．抗疑固剤として0.01％ヘパ

リンを使用し,3,000rpm１０分間の遠心で原虫を集めた．

集めた原虫は滅菌生食水で２回洗鵬し３分間超音波で破

砕し，10,()00rpm６０分間遠心した，この上情を抗原１と

し，0.1％アジ化ナトリウムを加えて-23°Ｃに保存し

た．（２）抗原２（exoantigen，Weitzl960）：モルモッ

トの腹水細胞及び浮遊している原虫を除去するため腹水

を５，０００rpm２０分間遠心し，その上情をとり0.01Ｍリン

酸緩衝液ｐＨ7.0に24時間透析後，凍結乾燥し抗原２と

した．

抗血清：（１）抗ＲＨ血清：感染したマウスの腹水を

とり遠心（3,000rpm１０分間）により滅菌生食水で２回

洗源し，生原虫（２×103個）をラット（ウィスター系）

に筋注した．この処置は15日間隔で４回行なわれ最終注

射後30日してエーテル麻酔し，心臓より全採血した．血

清は非働化後，0.1％アジ化ナトリウムを加え-23°Ｃ

に保存した．（２）抗抗原２血清：感染したマウス腹水を

5,000rpm２０分遠心し原虫のない上清を0.01Ｍリン酸緩

衝液ｐＨ7.0に24時間透析し凍結乾燥した粉末10ｍｇを

(ｌ５ｍｌの生食水に溶解しフロインドアジュバントと共に

ラットに14ｐ間隔で３回筋注した．最終注射後30日して

採血し非働化後，0.1％アジ化ナトリウムを加え-23.Ｃ

に保存した．（３）Beverley,ＨＳ,HS45に対する抗血清：

マウスの脳内のシスト（200コ）を脳組織と一緒に15日

間隔で４回ラットに筋注した．最終注射後30日して全採

血し上記同様保存した．

吸収：（１）ラットより得た抗血清は交叉成分除去のた

めアセトン固定した正常モルモットの腹水細胞で37°Ｃ

３０分ずつ２回吸収した．（２）抗原２と株の特異成分をみ

るために抗血清は抗原２及びシストを用いて同様吸収し

た．

寒天ゲル内沈降反応：原則としてPreerの方法(1956）

に従った．用いた試験管は内径0.7ｍｍ長さ１０ｃｍであ

る．試験管の底部に８ｍｍの厚さに抗血清を入れ，そ

本研究の一部は昭和44年度文部省科学研究費補助金

(Ｎｏ．87542）の援助によりなされた．ここに厚く感
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ｇとした(FigB）抗原の倍数稀釈による平衡点を測定

すると沈降線ａは００８，ｂは０２５，ｃ０３０，．().43,ｅ

0.5()，ｆ０．７３，９は0.79であった．次に抗原２について

抗ＲＨ血清と反応させると，寒天層の中央近くに，２

本の沈降線か認められた（Figslb，３）．平衡点は抗原

側のものは0.28であり抗血清側のものは0.42であった．

Fig.１ａの沈降線と比較すると平衡点よりして抗原側の

ものはｃに，抗血清側のもはｄに相当していると推測

された．抗原１と抗抗原２血清，及び抗原２と抗抗原2

1,満との腔開を行うと，両者共に２本の沈降線か認めら

れた（Figs」ｃＪｄ)．これらについてみると抗原側の沈

降線はｃに相当し下側のものは〔ｌに相当している,思

われた．これよりしてＲＨは７抗原のうち２抗原かそ

の１ｉｆ主腹水lllにあることか判った．

の上に５ｍｍの寒天隅を作り，更に８ｍｍの厚さに抗

原を重増した．寒天は１９６で0.01Ｍベロナール緩衝液

(ｐＨ８６）に溶解した試験管は37℃５１]間放置し，

沈降線を判読した．平衡点(equivalencep(〕siti()､）の測

定はKoizumi（1966）に従った．

抗血清の力価：抗原１を用いた羊赤血球疑集反応

(Jacobs＆Lunde」957）によるといずれも力価は１：

５，０００以上であった．

結果

抗原１とそれに対応する抗血清で展開すると，淡く優

勢な２本の沈降線を中心にそれらより抗川１１|に２本の沈

降線を認め，抗体側にはすぐ下に極めてうすい1本の沈

降線とそれより更に抗体側に２本の沈降線かみ｢〕れた

(Figsla，３)．判別出来た沈降線を便宜上抗川1'１よりａ～

Ｆｉｇ．１．Precipitinpatternsbetweenantigｅｎｉｃｅｘｔｒａｃｔ

ｆｒｏｍＲＨｓｔｒａｉｎａｎｄｔｈｅｈ()ｍ()ｌｏｇ()ｕ品ａｎｔｉＨｅｒｕｍ
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oftheother3strains，Beverley、

ＨＳ４５ａｎｄＨＳ.（a)anti-Beverley

serum,（b）antiHS45serum,（c）

ａｎｔｉ－ＨＳｓｅｒｕｍ．

Ｆｉｇ．２
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ＡＧ
ＲＨとBeverleyの抗原の関係を知る為に抗原１と抗

Beverley血清とで展開を行った．その結果２本の沈降

線を認めた（Fig.２a)．平衡点は0.30及び0.43の値を示

し，それぞれｃと。に相当していると推測した．ＲＨ

とHS45の抗原的関係を知る為に抗原１と抗HS45血清

とで展開した結果，２本の沈降線を認めた（Fig2d)．

平衡点は0.32及び0.42であった．抗原２で展開するとこ

の系に於ても２本の沈降線が示された．平衡点は0.32及

び0.43であった．これより沈降線はｃとｄにそれぞれ

相当していると思われた．ＲＨとＨＳの関係をみるた

めに抗原１と抗ＨＳ血清とで展開すると２本の沈降線

を認めた（Fig2c)．平衡点は0.31及び0.42であった．

抗原２を用いて展開すると同様２本の沈降線を認めた．

平衡点は0.31及び0.42であった．従ってｃと。に相当

していることが判った．抗原２で上記の各抗血清を吸収

することによりｃとｄの消失を認めた．一方，Ｂever‐

ley，HS45，ＨＳのシストによる吸収ではｃと。の消

失は明瞭であったがそれら以外の弱い沈降線は吸収によ

るｃとｄの消失後も極めてうすい沈降線ではあるがし

ばしば認められた．従ってこれらの沈降線はBeverley，

HS45，ＨＳにはごくまれな成分ではなかろうかと推測

した．

考察

Ｔ､ｇｏ"〃は宿主への特異性が少いので多くの動物か

ら採集されているがすべて－種に包含されている．しか

し株によっては宿主動物に対する病原性などにかなりの

相違が認められる．沈降線に関してＲＨは対応する抗

血清との反応で７本沈降線を認めた．沈降線はｃと。

が優勢で太くて濃く，他の５本はうすいものであった．

用いられた４株（RHBeverley，HS45，ＨＳ）の間では

２本の共通の沈降線を認めた．沈降線を判読するのに，

用いられた方法では多少の困難を伴うが平衡点の測定及

び沈降線の濃淡よりこれらの沈降線はｃとｄであると

判断したＲＨ以外の３株は原虫収集上の理由で抗原の

展開を行っていない．吸収によりＲＨとの共通成分が

２本の沈降線として示されたが，他の劣勢な沈降線につ

いては共通成分かどうか結論は得られなかった沈降線

のｃとｄは抗原１から検出されると同時に抗原２にも

検出されることが判った．Beverley，HS45，ＨＳもＲＨ

のようにｃとｄが宿主腹水中に検出出来るかどうかは

検討中である．

ＲＨの抗原分析の報告は若干ある．しかし株問の相違

にふれているものはみあたらないようである．Stranne‐
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ａｎｔｉｇｅｎｏｆＲＨｓｔｒａｉｎ，ＲＨＥ：exo‐

ａｎｔｉｇｅｎｏｆＲＨ・ＲＨＳ：ａｎｔｉ－ＲＨ
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ａｎｔｉ－ＨＳｓｅｒｕｍ．

gard（1962）はＲＨについて２本の沈降線を報告して

いる．ＣｈｏｒｄＭｆａ／（1964）は４～６本の沈降線を報告

している．宿主動物の体液中に認められる抗原“exo‐

antigen,’はＴ・ｇｏ,,〃で沈降線と認めた報告がある

(Strannegard,１９６２；Ｂｏｓｃｏｅｒα/、1965)ＢｏｓｃｏａａＺ．

はこの抗原は補体結合反応に利用出来ると指摘してい

る．しかしこの“exoantigen,,が感染中，あるいは実

験のための処理の過程で原虫がこわれたものか，あるい

は原虫の代謝によるものかは明らかでない．

要約

Ｔｂ､rOPZas"'αｇｏﾉ,α〃の４株（ＲＨ，Beverley，HS45，

ＨＳ）を用い，沈降反応により抗原分析を行ない株の抗

原構成について研究した．

抗原１は対応する抗血清に対し７本の沈降線を示し

た．抗原２は２本の沈降線として示された．抗原２の２

（３）
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Abstract

ANTIGENIC ANALYSIS OF FOUR STRAINS OF TOXOPLASMA GONDII

BY MEANS OF AGAR GEL DIFFUSION

Tan TAKAYANAGI, Hiroji KAMBARA, Shozo INOKI and Katsumi YOSHIKAWA

(Department of Protozoology, the Research Institute for Microbial Diseases,

Osaka University, Osaka, Japan)

The report deals with the antigenic heterogeneity of four strains of Toxoplas??ia gondii,

RH (high virulence), Beverley (low virulence), HS45 (low virulence) and HS (low virulence),

studied by the double diffusion technique. In agar gel layer set with homologous antiserum,

whole saline extract of RH strain showed 7 precipitates, which were designated as bands a to gy

respectively, from top to bottom. Both bands c and d appeared to be the major antigenic com

ponents of RH strain. Whole saline extract of RH strain showed 2 precipitin lines with each of

the 3 heterologous antisera employed here. It has been found that the 2 precipitin lines cor

respond with bands c and d. No conclusion has been made as regard the remaining 5 bands.




